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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月10日(2010.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
次のものを含む、ガスケットを有する７－層ＭＥＡ集合体：
－　次の式：
（Ａ－Ｂ）×１００／Ｂ
により決定される、ｘ方向で８％より低い寸法変動を有するイオノマー膜（３）のフィル
ム：
（ここで、
－　Ｂは、真空下に１時間１０５℃で乾燥し、３０mbarより低い残留圧力下で乾燥した後
の、ｘ方向における膜の長さであり；
－　Ａは、蒸留水中、１００℃で３０分間処理した後の、ｘ方向の膜の長さである）；
－　一方の表面上に電気触媒層を有する多孔質材料の、２つのＧＤＬシート（１）および
（２）：
[ここで、
－　膜（３）の表面と同じ面積を有する第１のシート（１）；
－　ｘ方向で測定したとき、膜のフィルム（３）の長さと同じ長さおよびより狭い幅を有
し、ｘ方向に平行な膜（３）の２つのストリップが覆われていない第２のシート（２）；
－　電気触媒層が２つの膜表面のそれぞれに接触するように配置された２つのシート（１
）および（２）]；
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－　２つのＧＤＬの周辺部に沿って少なくとも１mm（５）、（６）に浸透するように、フ
レームの形状に従い、集合体の周辺部に沿って配置され、ｘ方向に平行な膜（３）の２つ
の覆われていないストリップを覆うガスケット（４）。
【請求項２】
ＧＤＬシート（１）および（２）が、次の層：
－　疎水性を有し、好ましくは炭素粉末およびＰＴＦＥの混合物で形成されているガス・
マイクロ拡散層；
－　疎水性を有し、好ましくはＰＴＦＥで処理された炭素繊維またはカーボン・ティシュ
で形成されているガス・マクロ拡散層
で形成されている、請求項１に記載の集合体。
【請求項３】
第２のＧＤＬ（２）シートを有する側の、膜の各ストリップの幅が、０．５mm～１０mm、
好ましくは１mm～５mmである、請求項１または２に記載の集合体。
【請求項４】
膜および電気触媒層が、３８０g／eq～１６００g／eqの当量を有し、－ＳＯ3Ｈ酸または
塩化された形態のスルホン酸基および／または－ＣＯＯＨ酸基を有する（パー）フッ素化
イオノマーを用いることにより得られ、該イオノマーが、
（Ａ）少なくとも１つのエチレン不飽和を含む１つ以上のフッ素化モノマーから誘導され
るモノマー単位；
（Ｂ）イオノマーが上記範囲の当量を有するような量で、－ＳＯ2Ｆスルホニル基を含む
フッ素化モノマー単位、および／または加水分解により－ＣＯＯＨ酸基に変換される前駆
体基を含むモノマー（Ｂ'）
を含む、請求項１～３のいずれか一つに記載の集合体。
【請求項５】
膜および電気触媒層が、次の：
－　ＴＦＥから誘導されるモノマー単位；
－　ＣＦ2＝ＣＦ－Ｏ－ＣＦ2ＣＦ2ＳＯ2Ｆから誘導されるモノマー単位
を含むイオノマーから得られるパーフッ素化イオノマーを含む、請求項４に記載の集合体
。
【請求項６】
ガスケットが、シリコン、フルオロシリコン、フルオロエラストマー、ＥＰＤＭ、熱可塑
性エラストマーから選択されるポリマーで形成された、請求項１～５のいずれか一つに記
載の集合体。
【請求項７】
膜とガスケットとの間の接触が、次のゾーン：
－　膜（３）の周辺部に沿って、膜の厚さと同じ厚さ；
－　第２のＧＤＬ（２）シートが適用され、ＧＤＬ（２）により覆われていない膜のスト
リップに対応する集合体の表面上
で行われる、請求項１～６のいずれか一つに記載の集合体。
【請求項８】
次の工程を含む、請求項１～７のいずれか一つに記載のガスケットを有する７－層ＭＥＡ
集合体の製造方法：
１）次のものを組み立てることによる７－層ＭＥＡ集合体ロールの取得：
－　ｘ方向に対応する組立方向で、８％より低い寸法変動を有する膜（３）のフィルムと
、
－　１つの表面上に電気触媒層をそれぞれ有する２つのＧＤＬシート（１）および（２）
：
（ここで、
－　第１のシートＧＤＬ（１）は、膜（３）のフィルムと同じ長さおよび幅を有し；
－　第２のシートＧＤＬ（２）は、膜（３）のフィルムより幅は狭いが、ｘ方向で同じ長
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さを有する）；
｛ここで、２つのシートＧＤＬ（１）および（２）は、電気触媒層が膜の２つの各表面と
それぞれ接触するように配置され、
－　第１のシートＧＤＬ（１）は、膜（３）の一方の表面と同面積であり；
－　第２のシ－トＧＤＬ（２）は、組立方向すなわちｘ軸に平行なＧＤＬの縁が、膜（３
）の２つのストリップを覆わないように残して、膜（３）の縁に対して内側となるように
、膜（３）の他方の表面上に配置される｝；
２）１）で得られるロールが、要求されるフォーマットで組立方向に垂直に切断される；
３）２）で得られるフォーマットに１つのガスケットを適用する。
【請求項９】
膜（３）のフィルムが、膜のＸ方向に一致する方向へのイオノマーの射出、およびそれに
続く加水分解により得られる、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
工程１）での組立が、２つのロール間でのカレンダリングもしくはホットラミネーション
により、またはフィルム（３）上でのフィルム（１）および（２）の熱成形により行われ
る、請求項８または９に記載の方法。
【請求項１１】
工程１）が２段階で行われ、第１段階でＧＤＬ（１）が膜（３）に適用され、第２段階で
ＧＤＬ（２）が、フリーな膜表面上に適用される、請求項８～１０のいずれか一つに記載
の方法。
【請求項１２】
工程３）でのガスケットの適用が射出成形により行われる、請求項８～１１のいずれか一
つに記載の方法。
【請求項１３】
電気触媒層が膜のフィルム（３）のそれぞれの側に適用され、シートＧＤＬ（１）および
（２）が電気触媒層なしで逐次的に適用される、請求項８～１２のいずれか一つに記載の
方法。
【請求項１４】
請求項１～７のいずれかに記載の集合体を含む電気化学デバイス、特に燃料電池。
【請求項１５】
電気化学デバイス、特に燃料電池における、請求項１～７のいずれか一つに記載の集合体
の使用。
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